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ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

女
給
達

「
日
本
歌
人
」
昭
和
一
〇
年
九
月
号

彼
女
等
が
、
ど
ん
な
暮
し
を
し
て
ゐ
る
か
、

彼
女
等
が
、
ど
ん
な
心
で
生
き
て
ゐ
る
か
、

私
は
此

（
こ
）

の
目
で
よ
く
見
た
の
で
す
、

は
つ
き
り
と
、
見
て
来
た
の
で
す
。

彼
女
等
は
、
幸
福
で
は
な
い
、

彼
女
等
は
、
悲
し
ん
で
ゐ
る
、

彼
女
等
は
、
悲
し
ん
で
ゐ
る
け
れ
ど
そ
の
悲
し
み
を

ご
ま
か
し
て
、
幸
福
さ
う
に
見
せ
か
け
て
ゐ
る
。

な
か
な
か
派
手
さ
う
に
事
を
行
ひ
、

な
か
な
か
気
の
利
い
た
風
に
も
立
廻

（
ま
わ
）り
、

楽
観
し
て
ゐ
る
や
う
に
さ
へ
み
え
る
け
れ
ど
、

或
（
あ
る
）ひ

は
、
十
分
図
太
く
く
ら
ゐ
は
成
れ
て
ゐ
る
や
う
だ
け
れ
ど
、

彼
女
等
は
、
悲
し
ん
で
ゐ
る
、

内
心
は
、
心
配
し
て
ゐ
る
、

そ
し
て
時
に
他
の
不
幸
を
聞
及
び
で
も
し
よ
う
も
の
な
ら
、

「
可
哀
相
に
」
と
云

（
い
）

ひ
な
が
ら
、
大
声
を
出
し
て
喜
ん
だ
り
す
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
五
、
六
、
六

39

タ
イ
ト
ル
の
横
に
「
な
に
が
な
に
や
ら
わ
か
ら
な
い
の
よ
―
―
流
行
歌
」

と
い
う
エ
ピ
グ
ラ
フ
（
映
画
「
愛
し
て
頂
戴
」
主
題
歌
か
ら
の
引
用
）
が

置
か
れ
た
詩
。「
女
給
」
は
カ
フ
ェ
や
バ
ー
で
客
の
接
待
を
す
る
女
性
で
当

時
脚
光
を
浴
び
た
存
在
で
し
た
が
、
詩
人
は
そ
の
心
の
内
に
暖
か
く
も
厳

し
い
目
を
向
け
て
い
ま
す
。　
　
　
（
中
原
中
也
記
念
館
館
長　

中
原 

豊
）

擬
人
化

の
も
あ
る
が
、
貰
っ
た
も
の
が
多
い
。
熊
や

猪
、
は
く
製
の
少
し
羽
の
抜
け
た
雉
の
雄

（
七
十
年
も
昔
の
も
の
）。
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ

ス
、
中
近
東
の
民
族
衣
装
を
着
た
思
索
的
な

顔
の
少
年
。
亡
く
な
っ
た
友
人
手
作
り
の
日

本
人
形
も
あ
る
。
彼
女
の
来
て
い
た
着
物
の

布
で
作
っ
た
着
物
を
着
て
い
る
。

　
置
き
場
所
は
、
出
窓
や
玄
関
の
下
駄
箱
の

上
、
ト
イ
レ
の
棚
、
廊
下
に
ぶ
ら
さ
げ
た
り

し
て
い
る
。
毎
朝
、
そ
れ
等
に
挨
拶
す
る
の

に
三
十
分
は
か
か
る
。
彼
等
を
大
切
に
思
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
順
番
に
抱
き

し
め
る
。
平
等
に
同
じ
力
、
同
じ
秒
数
抱
き

　
我
が
家
に
は
、
縫
い
ぐ
る
み

や
木
彫
り
、
手
作
り
の
人
形
が

二
十
体
あ
る
。
私
が
求
め
た
も

し
め
る
。
熊
に
は
熊
語
で
猪
に
は
そ
の
語

で
話
し
か
け
る
。
人
形
の
着
物
が
乱
れ
て

い
た
ら
直
し
て
や
る
。
金
襴
の
帯
が
ゆ
る

ん
で
い
る
。
あ
の
世
で
元
気
で
す
か
、
と

話
し
か
け
る
。

　
数
年
前
か
ら
一
年
が
一
ヶ
月
が
一
日
が

本
当
に
短
く
な
っ
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
う
。
特
に
朝
は
挨
拶
す
る
間

に
終
わ
る
。
ち
ょ
っ
と
怖
い
。

　
人
形
へ
の
愛
が
薄
ま
っ
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
朝
の
挨
拶
が
負
担
に
な
っ
て
き

た
。
さ
っ
と
彼
等
を
見
ま
わ
し
て
、「
元

気
、
幸
せ
？
」
と
そ
れ
だ
け
に
し
よ
う
と

思
っ
て
い
る
。
彼
等
も
私
も
老
い
て
行
く

の
だ
か
ら
い
ず
れ
別
れ
が
来
る
。
擬
人
化

し
て
気
持
ち
を
注
ぎ
こ
む
の
は
や
め
よ

う
。
ほ
ど
ほ
ど
の
距
離
を
。

感
染
症
に
か
か
っ
た
場
合
の

重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医

師
が
認
め
る
人
。
い
ず
れ

も
、
３
回
目
の
接
種
完
了
か

ら
５
カ
月
以
上
経
過
し
た
人

に
限
ら
れ
る
。
ワ
ク
チ
ン
の

種
類
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製

か
モ
デ
ル
ナ
社
製
で
、
か
か

り
つ
け
医
な
ど
医
療
機
関
で

の
個
別
接
種
の
ほ
か
、
集
団

接
種
会
場
も
用
意
さ
れ
る
。

〝
基
礎
疾
患
を
有
す
る
人
〞

と
は
、
慢
性
的
な
病
気
に
よ

り
通
院
ま
た
は
入
院
し
て
い

る
人
や
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
格
指

数
）
が
30
以
上
の
肥
満
の
人

な
ど
を
指
す
。

　
山
口
市
内
で
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
は
、
今
年
６
月
５
日

の
時
点
で
３
回
目
接
種
を
終

え
た
人
は
62
・
95
％
。
年
代

別
に
見
る
と
、
65
歳
以
上
が

91
・
39
％
と
ほ
ぼ
完
了
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、
50
歳
代

が
約
75
％
、
40
歳
代
が
約
60

％
、
30
歳
代
が
約
50
％
、
20

歳
代
が
約
50
％
、
10
歳
代
が

約
27
％
と
、
年
代
が
下
が
る

に
つ
れ
て
接
種
が
進
ん
で
い

な
い
。
　
　

　
山
口
県
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

４
回
目
接
種
が
、
先
月
28
日

に
始
ま
っ
た
。
接
種
期
間
は

今
年
９
月
30
日
ま
で
の
予
定

で
、
対
象
は
60
歳
以
上
の
人

に
加
え
、
18
歳
以
上
59
歳
以

下
で
基
礎
疾
患
を
有
す
る

人
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　「
副
反
応
で
辛
い
思
い
を

し
た
」「
接
種
は
何
回
目
ま

で
繰
り
返
す
の
か
」
な
ど
、

不
安
な
声
も
あ
る
中
、
県
環

境
保
健
セ
ン
タ
ー
の
所
長

で
、
厚
生
労
働
省
厚
生
科
学

審
議
会
感
染
症
部
会
委
員
な

ど
を
務
め
る
医
学
博
士
・
調

恒
明
さ
ん
は
「
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
効

果
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に

減
弱
す
る
が
、
４
回
目
接
種

を
す
る
と
３
回
に
比
べ
重
症

化
を
３
分
の
１
以
下
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
ぜ
ひ
４

回
目
接
種
を
受
け
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
す
。

　
接
種
に
は
３
回
目
ま
で
と

同
様
に
接
種
券
が
必
要
で
、

60
歳
以
上
の
人
は
申
請
し
な

く
て
も
住
民
票
の
あ
る
市
町

か
ら
郵
送
さ
れ
る
が
、
基
礎

疾
患
の
あ
る
人
、
感
染
し
た

場
合
に
重
症
化
リ
ス
ク
が
高

い
と
医
師
に
認
め
ら
れ
た
人

は
、
自
ら
の
申
請
が
必
要

だ
。

　
申
請
方
法
や
接
種
会
場
な

ど
の
詳
細
は
、
各
市
町
か
ら

の
お
知
ら
せ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
、
ま
た
は
電
話
（
山
口

市
:
☎
０
８
３

－

９
７
６

－

６
４
２
０
、
美
祢
市
:
☎
０

８
３
７

－

５
２

－

５
６
７

０
、
宇
部
市
:
☎
０
８
３
６

－

３
９

－

９
９
０
８
、
防
府

市
:
☎
０
８
３
５

－

２
５

－

２
５
６
５
）
で
確
認
で
き

る
。

新型コロナワクチン４回目接種始まる
基礎疾患のある人は自ら申請を
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サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、山
口
市
・
美
祢
市
・
宇
部
市（
一
部
）・
防
府
市（
一
部
）で
の
新
聞
折
り
込
み
と
各
所
へ
の
設
置
で
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。紙
面
に
載
り
切
ら
な
い
情
報
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

フジミツ本社（同社ＨＰより）

　
商
品
が

最
大
51
％

引
き
に
な

る
「
藤
光

大

感

謝

祭
」
が
、

き
ょ
う
18

日
と
あ
す

19
日
に
、

フ
ジ
ミ
ツ

本
社
（
長

門
市
東
深

川
、
☎
０

円
が
７
８
０
円
、
焼
き
抜
き

か
ま
ぼ
こ
「
白
宝
」（
同
）
３

２
０
０
円
が
１
５
６
０
円
、

「
白
風
」（
同
）
２
６
５
０
円
が

１
２
９
０
円
、「
チ
ー
ズ
こ

ろ
ん
」「
ツ
ナ
マ
ヨ
こ
ろ

ん
」「
明
太
こ
ろ
ん
」
の

「
わ
く
わ
く
セ
ッ
ト
」
２
２

２
０
円
が
１
０
８
０
円
で
購

入
で
き
る
。
さ
ら
に
、
県
産

日
本
酒
と
の
「
コ
ラ
ボ
セ
ッ

ト
」
な
ど
も
店
頭
に
並
ぶ
。

　
ま
た
、
当
日
長
門
市
ま
で

８
３
７

－

２
２

－

３
３
５

５
）
で
開
か
れ
る
。
時
間

は
、
両
日
と
も
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
。

　
例
え
ば
、「
仙
崎
焼
竹

輪
」（
５
本
入
）
１
６
０
０

　
高
齢
者
の
特
性
や
認
知

症
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
な
ど
、
生
活
援
助

に
つ
い
て
学
べ
る
「
介
護
サ

ポ
ー
ト
講
習
」
が
、
７
月
５

日（
火
）
午
前
９
時
半
か
ら
午

後
３
時
半
ま
で
、
県
健
康
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
（
山
口
市
吉

敷
下
東
３
）
で
開
催
さ
れ

る
。
受
講
は
無
料
で
、
定
員

は
10
人
。

　
対
象
は
「
高
齢
者
を
支
え

た
い
」
と
考
え
て
い
る
山
口

市
内
在
住
で
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
・
就
業

で
き
る
60
歳
以
上
の
人
。
同

セ
ン
タ
ー
内
で
職
種
転
換
し

新
た
な
分
野
で
の
活
動
を
希

望
す
る
人
や
、
１
年
間
就
業

し
て
い
な
い
人
も
含
む
。

　
当
日
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
後
、
講
義
と
演
習

で
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
立

場
」
や
「
生
活
援
助
の
実

際
・
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
、
高

齢
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
に
つ
い

て
学
ぶ
。
　

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
主
催
の
山
口
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
☎

０
８
３

－

９
２
１

－

６
０
７

０
）
へ
。
締
め
切
り
は
27
日

（
月
）。

足
を
運
べ
な
い
人
も
同
価
格

で
購
入
で
き
る
方
法
が
、
二

つ
用
意
さ
れ
た
。
一
つ
目

は
、
藤
光
海
風
堂
新
山
口
駅

店
（
Ｊ
Ｒ
新
山
口
駅
２
階
）

で
の
店
頭
予
約
。
受
付
時
間

は
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
で
、
商
品
は
後
日
自
宅

に
配
送
さ
れ
る
。
二
つ
目

は
、
藤
光
海
風
堂
オ
ン
ラ
イ

ン

シ

ョ

ッ

プ
（https://

senzaki.jp/

）

で

の

購

入

だ
。
こ
の
２
日
間
は
、
大
感

謝
祭
に
並
ぶ
商
品
が
、
同
じ

価
格
で
購
入
で
き
る
。

同社などで「藤光大感謝祭」
フジミツ製品が51%引きに!き

ょ
う
、あ
す

７月５日
生
活
援
助
に
つ
い
て
学
べ
る「
介
護
サ
ポ
ー
ト
講
習
」

県
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で


